
　令和７年度は、京都市市民防災センター（以下「市民防災センター」という。）が開館３０周年を迎えたことから、

「３０周年キャンペーン」として、市内自主防災会、消防団、市内小学校の団体来館者には、防災グッズなどの

ノベルティをお渡ししました。併せて、８月３０日（土）・３１日（日）には「防災×アウトドア」と題して、特別

イベントを開催し、９月１日（月）には市内自主防災会を対象に特別講演会とワークショップを実施しました。

　また、「災害に強いまちづくり講座」が１００回目となることから、特別記念講演として、京都大学防災研究所

の矢守克也教授に講演をしていただきました。

　週末を中心にしたミニイベントについては、救急医療週間中に乳幼児がいらっしゃる方を対象にした「ベビーの

ための応急手当講座」や防災とボランティア週間中の「絵本の読み聞かせ」など、親子で参加のできるイベント

を実施しました。

　令和７年度の来館者数は、７０,０１８人で、自主防災会、事業

所、学校等の団体の来館は、５６８団体でした。

令和7年度事業結果

令和７年度来館状況
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４Dシアター 「迫りくる地下街の恐怖」
アンダーパスの危険性 
出動！！こども消防隊 
消防士に大変身！！ 
土砂災害体験コーナー
消防ヘリコプター（シミュレーター・エアレスキューパイロット）
視聴覚室
令和8年度中改修予定

アンダーパスの危険性 

4Dシアター「迫りくる地下街の恐怖」

土砂災害体験コーナー（リアルシアター）

消防ヘリコプター（シミュレーター・エアレスキューパイロット）
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　京都市市民防災センターでは、幼稚園、保育園等の子どもたちが

描いた消防図画の展示会を開催しました。また、防災週間及び防

災とボランティア週間に合わせて防災イベントを開催し、来館者に対し

て防火防災意識の高揚に努めました。

　京都市消防局が行う消防図画募集に応募があった幼稚園、保

育園等の子どもたちの作品展示

子どもたちの描く消防の図画展示会

　京都市市民防災センター開館３０周年を記念し、「アウトドア×

防災イベント」、特別イベント「講演会＆ワークショップ」の開催

～ 防災週間 ～　防災イベント

アウトドア×防災イベント

子どもたちの描く消防の図画展示会

講演会＆ワークショップ

　阪神淡路大震災のパネルの展示、防災絵本の読み聞かせ会

～ 防災とボランティア週間 ～
災害パネル展示会及び

防災絵本の読み聞かせ防災イベント

防災絵本の読み聞かせ会 パネル展示

防火・防災に係る
各種イベント



　近年、国内で多発化している異常気象や風水害、また、地震

災害等、「水災害への備え」、「自然災害への備え」をテーマとし

た防災講演会を京都市市民防災センターで開催し、市民に対して

防災情報の提供を行いました。

実 施 日

会 　 場

講 　 師

演 　 題

令和７年７月６日（日）

京都市市民防災センター

京都府災害派遣福祉チーム（京都DWAT）

　池田　正樹　氏

西日本豪雨における岡山県倉敷市真備町での

避難所活動、避難行動につながる備えと支援に

ついて

テーマ：「水災害への備え」

実 施 日

会 　 場

講 　 師

演 　 題

令和７年１１月８日（土）

京都市市民防災センター

「やさしい日本語」有志の会

　杉本　篤子　氏

「やさしい日本語」って何?

～外国人に伝わる、日本人にもわかりやすい～

テーマ：「自然災害への備え」

実 施 日

会 　 場

講 　 師

演 　 題

令和８年2月２８日（土）

京都市市民防災センター

京都大学防災研究所教授

　矢守　克也　氏

「ふだん使いの防災」

ー『ふだん』と『まさか』の接点をつくるー

テーマ：「自然災害への備え」

災害に強いまちづくり講座（Ⅰ）

災害に強いまちづくり講座（Ⅲ）

災害に強いまちづくり講座（Ⅱ）

災害に強いまちづくり講座(Ⅰ)　池田 氏

災害に強いまちづくり講座(Ⅱ) 　杉本 氏

災害に強いまちづくり講座(Ⅲ) 　矢守 氏



　京都市消防局と連携を図り、次の講習を開催し、事業所の防火・

防災体制の強化と市民の応急手当能力の普及啓発を図りました。

防火・防災講習

自衛消防業務講習 実施回数（回）
新規講習
再 講 習

１８
１２

受講者数（人）
５６７
３７９

防火対象物点検資格者講習 実施回数（回）
新規講習
再 講 習

１
２

受講者数（人）
３７
３０

防災管理点検資格者講習 実施回数（回）
新規講習
再 講 習

新規講習

新規講習
再 講 習

1
1

受講者数（人）
１９
２０

防災管理講習 実施回数（回）
１

受講者数（人）
９５

防火・防災管理講習 実施回数（回）
１３
１

受講者数（人）
１，２００
８０

防火管理講習 実施回数（回）
甲種防火 新規講習
甲種防火 再講習
乙種防火 講習

２３
        １
        　２

受講者数（人）
２，０７８
９９
１３３

日本防火・防災協会受託講習

日本消防設備安全センター受託講習

防火・防災講習等の開催
（自主事業）

　京都市消防局が実施した講習会に係る事業調整を実施しまし

た。

普通救命講習
上級救命講習

他機関との事業調整

救命講習

応急手当普及員講習 実施回数（回）
新規講習
再 講 習

１３
　　　１２

受講者数（人）
１１０
７４



市民防災センターの来館勧奨 　市民防災センターの利用促進を図るため、次の来館勧奨用案内チラ

シ等を作成し、消防署等を通じて、市内の自主防災会等に来館勧奨

用案内チラシ等を配布し、利用勧奨に努めました。

〇来館勧奨用案内チラシ（開館日カレンダー入り）

〇来館勧奨用案内チラシ

　（事業所研修案内及び開館日カレンダー入り）　　　　

６５，０００部

３，０００部

　各講習会の受講案内書等を作成し、市内各消防署等へ配布し

受講希望者の利便を図りました。

○「応急手当普及員講習」受講案内　　　　　

○「防火管理講習・防災管理講習」日程チラシ

２，６００部

６，２００部

各種講習の受講勧奨

　自主防災会や事業所等に対して、新たな防災情報を発信するた

め、広報媒体（冊子）を作成し配布しました。

〇「災害に強いまちづくり講座」講演録  １１，０００部

　協会の事業内容等について、消防防災関係事業団体等へ配布

しました。

〇令和７年度版一般財団法人京都市防災協会「事業概要」

「感震ブレーカー」の普及啓発用ステッカー等を作成し配布しました。

〇「感震ブレーカー」の普及啓発用ステッカー

〇「感震ブレーカー」の有効性を周知するチラシ

〇「AEDの設置場所」の周知促進のためのチラシ

４００部

５００部

４，０００部

１５，０００部

広報媒体による情報提供

　報道関係機関や情報誌の発行社などに対し、災害の疑似体験を

通じた災害時の対処法や日頃の備えの重要性及び京都市市民防災

センターの施設紹介などについて、取材対応を通じて防火防災情報

等を発信しました。

〇テレビ及びラジオ放送回数　　　　　　　　

〇新聞等掲載回数　　　

４回

３回

啓発用ステッカー

　市民防災センターのホームページ及びインスタグラム等に当センターの

体験施設の紹介・案内、また、各講習会の開催予定等の情報を

提供し、市民防災センターの利用促進に努めました。

〇インターネットからの発信回数　　　　　　　　　 　　 　 １５６回

〇インスタグラムからの発信回数　　　　　　　　　 　　     ８１回

　※フォロワー数　１‚４７３（R８.３.３１現在）



　インターネットＥメール、来館者アンケート（窓口サービス評価）等に

よる広聴活動を行いました。

　来館者アンケート（窓口サービス評価）では、令和７年９月１０日

(水)から１０月１3日(月・祝)までの間に来館された１３歳以上の方に

アンケート用紙を配布し、１,００１名から回答を得ました。

　職員の対応等５項目の評価結果は、その平均が、５点満点中

4.77と高評価でした。

各体験コーナーの評価結果　（令和７年度）

４．４６

映像

４．７５

地震

４．７０

強風

４．６８

避難

４．７０

消火

４．４９

土砂災害

４．６１

地下鉄

４．６２

平均

窓口サービス評価結果　（令和７年度）

1年間で販売した主な防災用品（販売数上位5位）

４．７７ ４．７８ ４．７７ ４．７６ ４．７７ ４．７７

・あいさつ

・言葉づかい

・清潔感

・ふさわしい服装

・笑顔、表情

・姿勢、誠実感

・親切、丁寧

・わかりやすさ

・整頓整理

・案内表示

注：各項目５点満点で評価（大変よかった＝５点、よかった＝４点、普通＝３点、
    あまりよくなかった＝２点、よくなかった＝１点）

　市民防災センターの来館者に対して、防災体験を通じて防災用品

の備えの必要性について普及啓発を図るとともに、防災用品の販売

（斡旋）を行いました。

災害用簡易トイレ（5回分） ３１７個

非常用給水バック（５Ｌ3L合わせて） ２９１個

消火用バケツ ２６１個

アルファ化米 ２３８個

缶パン ２１４食

令和７年５月１日から販売開始した消防公式キャラクターグッズ

クリアファイルなど（６種類） ４９１個



　市民や各種団体等に対して、防火防災啓発器材及び防災ビデオ

等の貸出しを行いました。

　地震等に関する災害写真パネル（阪神淡路大震災・能登半島

地震等）及び非常持出品の防災用品を、消防署を通じて貸出を実

施いたしました。

○貸出件数 　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　１８件

　市民、事業所及び各種団体等に対して、防災ビデオの貸出を実

施いたしました。

○貸出件数 　　　　　　　　　　　　　　　　　　   １５３件

○貸出本数 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３２９本

　令和７年度は、京都市消防局その他の団体との連携事業を行い

ました。

○京都市消防局との連携

　「京都市総合防災訓練」防火・防災啓発ブースでの防災用品の展示

   「消防出初式」市民防災体験・展示ブースで防災用品の展示

　開館３０周年イベントの実施

　第９回京都市消防団フェスタ周知ポスター作製費を支援

　リチウムイオン電池火災啓発コーナーの設置

　感震ブレーカー啓発コーナーの設置及びビラの作成

○京都市内博物館施設連絡協議会等

　「第２９回京都ミュージアムロード」のスタンプラリー企画に参加

　京都国際マンガアニメフェアにて、交通局とともにブース参加

消防出初式（防災用品展示コーナー）

他団体との連携事業


